
国連ウィメン日本協会東京主催 連続講座 2022～2023 

シリーズ 大学教育最前線 
～これからの社会が求めるリーダー像を考えよう～ 

3年目に突入した新型コロナウィルス感染症パンデミック、温暖化による

地球規模の気候変動、ロシアのウクライナ侵攻など、対処しきれないほどの

変化が始まっています。 

世界の課題に取り組む人材の育成が喫緊の課題となっている現在、知識をどう活用し実践へとつな

げていくか、様々な教育機関がそれぞれのチャレンジを加速しています。それらの中で注目を集めてい

るのが、8 年前に開校されたアメリカの「ミネルバ大学」。キャンパスがない、授業はすべてオンライン、

4 年間で 7 都市を旅する全寮制の少人数教育を展開、世界をキャンパスに知識を実践に繋げる力、世

界が抱える問題についてイノベイティブに解決できる人材の養成を目的としています。その日本版ミネ

ルバ大学を志向する清泉女子大学文学部地球市民学科の安斎ゼミでは、地域や企業との様々な共同プ

ロジェクトを展開し、変化する社会に求められるリーダーとリーダーシップを追及しながら、フットワー

クのよい学びを展開しています。 

2022 年度の講座では、清泉女子大学で実践してきた内容を安斎教授に語って頂き、インタラクティ

ブな授業の様子を、ディスカッションやグループワークなどを通して体験して頂きます。是非ご参加下

さり、これからの組織や団体に必要とされる人材育成術を学んで頂けましたら幸いです！ 

 申込は裏面参照☞ 

 

主催：国連ウィメン日本協会東京 

http://unwomentokyo.org 

e-mail:unwomentokyo@unwomentokyo.org 

連続講座 2022～2023 シリーズ 「大学教育最前線」 

講師：安斎 徹 教授（清泉女子大学文学部 地球市民学科） 

回 第 1 回  婦選会館 2F 第 2 回  婦選会館 2F 次年度に開催予定 

日

時 
2022 年 10 月 17 日（月）

13:00～15:00 
2022年 11月 21日（月）

13:00～15:00 
第３回 「リーダーシップ」           
グローバル化が進む世界の

中で、求められるリーダー像

がどのように変容しているの

か、を明らかにする。併せて、

清泉女子大学で実践している

女性リーダー育成術の一端を

披露する。 

第４回 「クリエイティビテ

ィ」 

題 「プロジェクト」 「コンセプト」 
 

 

 

内 

 

要 

大学教育の質的転換が求められ

ており、その柱がアクティブ・ラー

ニングの推進である。学生はディ

スカッションなどの双方向の授業

やプロジェクトなどの 教室外学修

プログラムを通して、生涯学び続

け、主体的に考える力を修得する

ことができる。清泉女子大学で実

践しているプロジェクト教育の一端  

を披露する。 

先行き不透明で将来の予測が困

難な時代には、知識は陳腐化

し、役に立たない。そこで、清泉

女子大学の地球市民学科では、

思考や実践の型を「コンセプト」と

して教えている。言わば、日本版

ミネルバ大学を志向する同学科

の取り組みを紹介する。 

 

清泉女子大学 安斎徹教授 

http://unwomentokyo.org/


国連ウィメン日本協会東京主催 連続講座 2022～2023  

大学教育最前線 ～これからの社会が求めるリーダー像を考えよう～ 

第 1 回 「プロジェクト」  2022 年 10 月 17 日（月） 13:00～15:00 婦選会館 2F 

第 2 回  「コンセプト」   2022 年 11 月 21 日 （月） 13:00～15:00 婦選会館 2F 

参加費 ：  1 回につき 500 円（当日、会場で受け付けます） 

定  員 ： 40 名程度    

◆申し込み方法(10 月 10 日（月）締め切り)  

メールにて：必要事項➀第 1 回、第 2 回の希望

の有無、②氏名、③年代、④連絡先（電話または

メールアドレス）、⑤所属、を記載し、下記のアド

レスまでお送りください。 

unwomentokyo@unwomentokyo.org 

ホームページから： 

http://unwomentokyo.org 

  

婦選会館 最寄りの駅： 

JR 線 代々木駅北口・新宿駅南口・新南口下車 徒歩 7 分 

小田急線 南新宿駅下車 徒歩 3 分 

地下鉄都営新宿線・大江戸線 新宿駅 A1 出口下車 徒歩 3 分   

講師プロフィール：清泉女子大学文学部地球市民学科 安斎徹 教授 

1960 年東京都生まれ。1984 年一橋大学法学部卒業。2009 年立教大学大学院 21 世紀社会

デザイン研究科博士課程前期課程修了、修士（社会デザイン学）。2015 年早稲田大学大学院社会

科学研究科博士後期課程修了、博士（学術）。 

1984～2012 年三菱信託銀行（現三菱 UFJ 信託銀行）勤務、2012 年群馬県立女子大学准教

授、2016 年群馬県立女子大学教授、2018 年目白大学メディア学部教授を歴任し、2020 年か

ら現職。    

28 年間にわたる企業勤務では、営業・企画・事務・海外・秘書・人事・研修など様々な業務を国内

外で経験。現在は日本で唯一の地球市民学科で、閉塞感漂う社会や企業に少しでも風穴を開けら

れるような元気と勇気のある女性人材を育成することに邁進中。安齋ゼミでは「日本一のゼミ」を

目指して「教室を飛び出す学び」を志向、企業や地域などと様々なプロジェクトに積極的に取り組ん

でいる。社会デザイン学会副会長、日本ビジネス実務学会監事、新宿区「男女共同参画推進会議」委

員、品川区「行動計画推進会議」委員。専門は社会デザイン学、人的資源管理論など。 

著書『企業人の社会貢献意識はどう変わったのか～社会的責任の自覚と実践～』（ミネルヴァ書

房）『女性の未来に大学ができること～大学における人材育成の新境地～』（樹村房）『女性のため

のキャリアデザイン～20 歳にとくに知っておいてほしいこと～』（共著、樹村房）。 

 

 

mailto:unwomentokyo@unwomentokyo.org
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